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江
差
追
分
全
国
大
会
を
振
り
返
っ
て

江
差
追
分
会
副
会
長
　
馬
川
　
政
紀

　

昭
和
三
十
八
年
十
月
十
三
日
、
そ
の
日
は
絶
好
の
好
天
に
恵
ま
れ
、

会
場
の
「
江
差
劇
場
」
は
早
朝
か
ら
多
く
の
町
民
、
出
場
者
、
役
員
が

集
ま
り
場
内
は
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
来
年
五
十
回
大
会
を

迎
え
る
「
第
一
回
江
差
追
分
節
全
国
大
会
」
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。

　

東
京
と
仙
台
に
追
分
会
の
支
部
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
大
会
名
を
「
全

国
大
会
」
に
決
定
し
た
。
と
聞
い
て
い
る
。
一
回
目
の
大
会
に
は
、

九
十
八
名
の
申
し
込
み
で
あ
っ
た
が
、
七
十
七
名
の
選
手
が
出
場
し
、

そ
の
中
か
ら
二
十
三
名
（
予
定
で
は
二
十
名
）
の
予
選
通
過
者
を
選
出
、

十
人
の
入
賞
者
を
決
定
し
た
。
以
降
四
十
九
回
の
大
会
の
中
で
予
選
通

過
者
は
参
加
選
手
の
増
加
に
伴
い
二
十
名
か
ら
三
十
名
、
そ
し
て
五
十

名
に
な
り
、
熟
年
も
二
十
五
名
と
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

第
二
十
五
回
大
会
か
ら
五
年
ご
と
に
「
記
念
大
会
」
の
冠
を
付
け
「
世

界
追
分
祭
」
等
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
き
て
い
る
。

　

来
年
九
月
に
は
五
十
回
記
念
大
会
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
過
去

四
十
九
年
の
歴
史
の
中
に
は
、
出
場
者
の
増
加
に
伴
っ
て
一
日
だ
け
の

大
会
か
ら
、
二
日
間
、
三
日
間
に
な
り
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
少
年
だ

け
の
大
会
、
高
齢
者
の
部
か
ら
熟
年
の
部
の
名
称
変
更
や
年
令
の
引
き

上
げ
な
ど
、
幾
多
の
改
革
を
し
な
が
ら
今
日
の
大
会
開
催
と
な
っ
て
い

る
。

　

会
場
も
、
江
差
劇
場
、
江
差
中
学
校
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
文
化
会
館

と
四
箇
所
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　

五
十
回
の
記
念
大
会
は
、
町
民
を
は
じ
め
、
追
分
に
関
係
す
る
全
て

の
人
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
江
差
追
分
の
新
た
な
創
造
を
目
指
す
大
会

で
あ
る
。

　

地
元
実
行
委
員
会
も
年
内
に
は
各
専
門
部
会
を
開
催
し
、「
感
謝
と
創

造
」
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
予
定
で
あ
る
。

今年の全国大会風景



第
四
十
九
回
江
差
追
分
全
国
大
会

　
　
　
半
世
紀
の
大
会
に
向
け
て
ー

一
般 

〜 

瀧
　
本
　
豊
　
壽 

さ
ん

　
優
勝
を

飾
る
　
熟
年 

〜 

榎
　
本
　
弥
惣
七 

さ
ん

少
年 

〜 

松
　
島
　
翔
　
香 

さ
ん

の
中
か
ら
一
般
五
十
名
、
熟
年
二
十
五
名
が

予
選
を
通
過
し
、
決
選
大
会
に
出
場
し
た
。

　

十
八
日
の
決
選
会
で
、
一
般
、
瀧
本
豊と

よ
し壽

さ
ん
（
深
川
市
・
六
十
五
歳
）、
熟
年
、
榎

本
弥や

そ
し
ち

惣
七
さ
ん
（
網
走
市
・
七
十
六
歳
）、

少
年
で
は
松
島
翔し

ょ
う
か香
さ
ん
（
登
別
市
青
葉
小

六
年（
十
一
歳
））が
優
勝
の
栄
冠
を
飾
っ
た
。

　

毎
年
の
大
会
で
日
本
一
を
決
め
る
優
勝
の

行
方
が
話
題
に
な
る
が
、
本
年
は
一
般
、
熟

年
と
も
前
年
の
準
優
勝
者
が
ベ
テ
ラ
ン
の
力

量
で
優
勝
を
手
に
し
た
。
一
般
優
勝
の
瀧
本

さ
ん
は
、
北
檜
山
町
の
出
身
で
、
第
三
十
九

回
（
平
成
十
三
年
）
以
来
六
回
入
賞
、
熟
年

の
榎
本
さ
ん
も
七
回
入
賞
の
経
歴
が
あ
る
。

　

追
分
全
国
大
会
も
明
年
は
五
十
回
と
、
半

世
紀
を
重
ね
て
き
た
だ
け
に
、
出
場
者
も
習

熟
し
た
力
量
で
臨
む
よ
う
に
な
っ
た
が
、
決

選
の
舞
台
で
自
己
の
力
量
を
発
揮
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　

瀧
本
さ
ん
は
、
過
去
一
般
優
勝
で
は
最
高

齢
の
優
勝
を
果
た
し
た
。
熟
年
優
勝
の
榎
本

さ
ん
も
個
性
的
な
唄
で
本
年
の
優
勝
者
は
何

　

本
年
九
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
三
日

間
、
第
四
十
九
回
江
差
追
分
全
国
大
会
が
、

江
差
町
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
同
時
開

催
の
熟
年
全
国
大
会
、
少
年
全
国
大
会
は
第

十
五
回
と
な
る
。

　

出
場
者
一
般
百
八
十
二
名
、
熟
年
百
五
十

三
名
（
六
十
八
歳
以
上
）、
少
年
七
十
四
名
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前年度優勝者の唄と踊り

熟年優勝の榎本弥惣七さん

れ
も
高
い
レ
ベ
ル
だ
っ
た
と
近
江
八
声
委

員
長
は
評
価
し
て
い
る
。
少
年
優
勝
の
松

島
翔
香
さ
ん
は
子
ど
も
の
唄
に
し
て
は
特

に
優
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

近
江
審
査
委
員
長
は
、
大
会
全
体
を
通

し
て
「
情
緒
味
わ
い
を
唄
い
あ
げ
る
こ
と

が
基
本
で
、
唄
い
手
の
個
性
を
取
り
入
れ

る
こ
と
を
習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

個
性
が
な
け
れ
ば
安
易
な
調
子
に
な
っ

て
し
ま
う
」
全
体
と
し
て
は
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
、
そ
つ
の
な
い
唄
に
な
っ
て
い
る

が
、
味
わ
い
の
深
さ
が
な
い
画
一
的
な
傾

向
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

本
大
会
で
は
、
明
年
の
五
十
回
大
会
の

節
目
に
向
け
て
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
大

会
運
営
の
演
出
な
ど
、
新
た
な
方
法
を
取

り
入
れ
次
回
に
備
え
る
試
み
が
行
わ
れ
た
。

（
学
芸
理
事　

松
村　

隆
）

一
般
部
門
入
賞
者

優　

勝　

瀧
本　

豊
壽
（
深
川
市
）

準
優
勝　

杉
本　

武
志
（
東
京
都
文
京
区
）

第
三
位　

川
俣　

明
彦
（
埼
玉
県
草
加
市
）

第
四
位　

黒
森
こ
の
み
（
札
幌
市
）

第
五
位　

村
川
真
奈
美
（
苫
小
牧
市
）

第
六
位　

寺
島
真
里
絵
（
乙
部
町
）

第
七
位　

高
橋　

紗
里
（
千
歳
市
）

第
八
位　

井
上
さ
つ
き
（
北
斗
市
）

第
九
位　

杉
野
由
美
子
（
江
差
町
）

第
十
位　

柿
沼　

初
雄
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　

山
崎
也
寸
志
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

熟
年
部
門
入
賞
者

優　

勝　

榎
本
弥
惣
七
（
網
走
市
）

　（
昭
和
五
十
九
年
よ
り
故
若
月
建
造
師

　
に
師
事
、
後
二
代
目
近
江
八
声
師
に
師

　
事
、
北
海
道
民
謡
大
会
、
日
民
全
道
大

　
会
で
江
差
追
分
優
勝
、
網
走
声
友
会
支

　
部
長
）

準
優
勝　

木
田　
　

弘
（
札
幌
市
）

第
三
位　

飯
尾　

利
雄
（
洞
爺
湖
町
）

第
四
位　

鈴
木　
　

弘
（
音
更
町
）

第
五
位　

細
木　

利
良
（
音
更
町
）

第
六
位　

山
田　
　

實
（
伊
達
市
）

第
七
位　

飯
村　

幸
子
（
函
館
市
）

第
八
位　

奈
良
た
か
子
（
帯
広
市
）

第
九
位　

国
府　
　

克
（
京
都
府
京
都
市
）

第
十
位　

那
須　
　

勇
（
札
幌
市
）
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明
年
は
、
第
五
十
回
を
迎
え
る
半
世
紀

節
目
の
大
会
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
様
々

な
取
り
組
み
が
検
討
さ
れ
る
が
、
今
大
会

で
は
主
と
し
て
大
会
日
程
の
時
間
配
分
や

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
演
出
な
ど
を
重
点
に
、

次
回
に
向
け
て
の
試
み
が
行
わ
れ
た
。

　

町
民
追
分
大
合
唱
、
次
代
を
担
う
少
年

少
女
に
よ
る
江
差
追
分
大
合
唱
や
歴
代
優

勝
者
の
唄
な
ど
で
、特
に
今
回
は
、東
北
「
被

災
地
か
ら
の
唄
声
」
と
プ
レ
大
会
と
し
て

プ
ロ
民
謡
歌
手
の
番
組
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
出
演
日
程
は
次
の
と
お
り
。

九
月
十
六
日
（
19
時
～
20
時
）

　

◆
町
民
追
分
大
合
唱

　

◆
江
差
町
観
光
大
使
「
江
村
貞
一
」・
民

　
　

謡
歌
手
「
京
極
加
津
恵
」
コ
ン
サ
ー
ト

九
月
十
七
日
（
20
時
～
21
時
35
分
）

　

◆
少
年
少
女
に
よ
る
江
差
追
分
大
合
唱

　

◆
東
北
地
区
の
民
謡
～
被
災
地
か
ら
の
唄
声
～

九
月
十
八
日
（
18
時
45
分
～
19
時
45
時
）

　

◆
前
年
度
少
年
全
国
大
会
優
勝
者
の
唄

　

◆
前
年
度
熟
年
全
国
大
会
優
勝
者
の
唄

　

◆
前
年
度
一
般
全
国
大
会
優
勝
者
の
唄
と
踊
り

　

◆
歴
代
優
勝
者
の
唄
掛
け
合
い

　

大
会
日
程
で
は
で
き
る
限
り
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
短
縮
し
て
、
新
た
な
番
組
を
組
み

入
れ
る
よ
う
検
討
し
た
。
従
来
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
最
終
の
三
日
目
に
行
っ
て
い
た

が
、
新
た
な
番
組
を
組
み
込
む
た
め
、
三

日
間
の
予
選
、
決
戦
終
了
時
間
帯
を
利
用

す
る
こ
と
に
編
成
し
た
。

　

大
会
運
営
で
は
、
入
賞
者
発
表
か
ら
表

彰
に
手
間
取
る
こ
と
か
ら
、
少
年
、
熟
年
、

一
般
と
も
決
選
終
了
次
第
、
入
賞
者
十
名

（
少
年
は
十
五
名
）
を
発
表
、
待
機
し
て
も

ら
い
、
順
位
発
表
も
優
勝
者
か
ら
一
括
し

て
表
彰
授
与
に
流
れ
を
変
え
た
。
従
来
は

四
位
ま
で
と
三
位
以
上
の
二
段
階
で
あ
っ

た
。

第
五
十
回
大
会
に

向
け
て
の
取
り
組
み

大
会
運
営
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
演
出

町民追分大合唱

少
年
部
門
入
賞
者

優　

勝　

松
島　

翔
香
（
登
別
市
）

　（
昭
和
十
七
年
三
上
恵
久
英
師
に
師
事
、

　
幼
・
少
年
少
女
全
道
民
謡
大
会
幼
年
の

　
部
優
勝
、
少
年
少
女
の
部
優
勝
、
登
別

　
陽
春
会
所
属
）

準
優
勝　

田
村
つ
く
し
（
江
差
町
）

第
三
位　

竹
野　

留
里
（
室
蘭
市
）

第
四
位　

東　

美
羽
音
（
札
幌
市
）

第
五
位　

前
川
み
ど
り
（
江
差
町
）

第
六
位　

水
野　

安
奈
（
江
差
町
）

第
七
位　

高
橋　
　

稜
（
江
差
町
）

第
八
位　

大
西
莉
華
子
（
千
歳
市
）

第
九
位　

福
田　

花
梨
（
厚
沢
部
町
）

第
十
位　

竹
本
祥
千
子
（
函
館
市
）

審
査
員
奨
励
賞

　
　
　
　

西
口
真
由
奈
（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
）

　
　
　
　

石
坂　

竜
巳
（
千
歳
市
）

　
　
　
　

藤
元　

美
沙
（
旭
川
市
）

　
　
　
　

鈴
木　

清
か
（
愛
知
県
み
よ
し
市
）

　
　
　
　

黒
森　

美
咲
（
札
幌
市
）

少年優勝の松島翔香さん

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
四
日

北
海
道
新
聞



　

予
選
会
二
日
目
の
十
七
日
、
予
選
会
終

了
後
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
岩
手
、
宮
城
の
追

分
会
会
員
ら
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
素
晴
ら
し
い
唄
声
を
会
場
に
響

か
せ
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
先
立
ち
、
東
北
地

区
運
営
協
議
会
の
王
藤
会
長
よ
り
全
国
の

追
分
会
支
部
、
会
員
よ
り
た
く
さ
ん
の
義

援
金
を
頂
い
た
こ
と
に
対
す
る
お
礼
と
、

被
災
さ
れ
た
会
員
へ
配
分
し
た
こ
と
の
経

過
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
実
際
に
本
人
が
被
災
し
、
避

難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
た
盛
岡
ア
カ
デ
ミ
ー

支
部
の
新
保
公
さ
ん
（
岩
手
県
山
田
町
）
は
、

福
島
県
民
謡
の
「
新
相
馬
節
」
を
、
宮
城
県

で
経
営
し
て
い
る
工
場
を
被
災
さ
れ
た
仙
台

支
部
の
鈴
木
克
典
さ
ん
が
「
宮
城
長
持
唄
」
を
、

釜
石
市
の
ご
両
親
を
亡
く
さ
れ
た
佐
野
よ
り

子
さ
ん
ら
が
東
北
民
謡
八
曲
を
披
露
。
最
後
は

出
演
者
全
員
で
宮
城
県
民
謡
の
「
大
漁
唄
い
こ

み
」
を
会
場
と
一
体
と
な
っ
て
唄
い
、
元
気

で
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
二
十
七
回
江
差
追
分
全
国
大

会
優
勝
者
の
千
葉
栄
人
さ
ん
（
岩
手
県
）

が
震
災
の
様
子
を
作
詞
し
た
、「
鎮
魂
追
分
」

を
被
災
地
の
悲
惨
な
状
況
を
映
し
出
し
た

映
像
と
と
も
に
し
み
じ
み
と
唄
い
上
げ
、

会
場
か
ら
は
涙
を
拭
う
姿
が
あ
ち
こ
ち
に

見
ら
れ
、
未
曾
有
の
大
震
災
で
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
へ
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。
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会場の涙を誘った「鎮魂追分」

〜
被
災
地
か
ら
の
唄
声
〜観客

の
感
動
を
呼
ぶ

　
鎮
魂
追
分

　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

千
葉
栄
人

【
前
唄
】

　

弥
生
三
月

　

リ
ア
ス
の
浜
に
ヤ
ン
サ
ノ
エ

　
　

黒
い
牙
む
く　

大
津
波

　

助
け
て
お
く
れ
よ　

此
の
世
の
地
獄
ネ

　
　

神
も
仏
も　

な
い
も
の
か

【
本
唄
】

　

呼
べ
ど　

叫
べ
ど　

無
情
の　

風
に

　
　

愛
し　

我
が
子
は　

波
の
底

【
後
唄
】

　

涙
こ
ら
え
て　

磯
辺
に
立
て
ば
ネ

　
　

望
み
ひ
と
す
じ　

彼
岸
花

　

会
報
「
ヤ
ン
サ
ノ
エ
」
で
既
に
報
じ
ら

れ
た
東
日
本
大
震
災
被
災
地
訪
問
に
参
加

し
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

約
一
時
間
の
東
北
・
北
海
道
民
謡
の

シ
ョ
ー
だ
っ
た
が
、
最
後
は
決
ま
っ
て
ベ
テ

ラ
ン
師
匠
の
追
分
一
本
通
し
が
締
め
だ
っ

た
。

　

前
・
本
・
後
と
一
本
通
し
て
こ
そ
真
の

江
差
追
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

江
差
追
分
に
魅
せ
ら
れ
三
十
年
余
、
数
々

の
名
師
匠
た
ち
の
追
分
を
聴
き
感
動
し
、

涙
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
訪
問
で
ベ
テ
ラ
ン
師

匠
の
熱
唱
を
聴
き
、
こ
れ
ぞ
追
分
魂
で
あ

り
追
分
道
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
思
い
だ
っ

た
。
長
年
唄
い
込
ん
で
心
も
技
も
整
っ
て

こ
そ
初
め
て
「
追
分
道
」
の
域
に
到
達
で

き
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

追
分
道
場
の
看
板
は
見
か
け
る
が
、
追

分
道
と
い
う
言
葉
は
未
だ
聞
い
た
こ
と
は

な
い
。
追
分
魂
も
追
分
道
も
強
い
る
も
の

で
は
な
い
し
、
追
分
を
特
別
使
い
す
る
も

の
で
は
な
い
と
思
う
が
、
さ
れ
ど
追
分
に

は
何
か
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な

い
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

被
災
地
で
触
れ
た
追
分
魂
・
追
分
道

秋
田
中
央
会
支
部
長
　
佐
々
木
　
東
雲

尺八伴奏をする佐々木さん（左から２人目）



　かもめ島上にある、初代浜田喜一師
顕彰像及び鴎嶋軒小路豊太郎翁顕彰碑
前で全国大会前日の９月15日に関係者
約百人が集まり、追分大合唱と尺八大
連管を行いました。

　江差追分会にとって、不滅の業績を残され
た偉大なる大功労者であるお二人の銅像と顕
彰碑の前で江差追分全国大会がこの半世紀江
差町で開催してこられたことへの感謝と今後
益々の発展を祈念して、今年度初めて実施し
ました。
　この行事はいよいよ来年が本番です。より
多くの追分愛好者にお二人の遺徳を偲んで参
加していただきたいと思います。
　かもめ島での大合唱のあと、追分会館にて
地元料理を堪能し、北前船によって築かれた
歴史・文化を再認識し、壮大なロマンを現代
に蘇らせる活動を展開している「現代版北前
船プロジェクト」のメンバーであるチェンバ
ロ奏者「明楽みゆきさん」のコンサートを楽
しみました。
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古
里
に
勇
気
を 

被
災
者
熱
唱　
　
　

岩
手
県
山
田
町
の
新
保
さ
ん

アトラクションで唄う新保さん
　

新
保
さ
ん
は
全
国
大
会
出
場
七
回
目
。

震
災
に
よ
る
火
災
で
自
宅
を
焼
失
し
た
。

家
族
は
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
震
災
翌
日
、

自
宅
周
辺
が
一
面
、
津
波
と
火
災
で
「
焼

け
野
原
」
に
な
っ
て
い
る
状
況
を
見
た
時

は
、
た
だ
ぼ
う
ぜ
ん
と
す
る
し
か
な
か
っ

た
と
い
う
。

　

避
難
所
で
暮
ら
し
、
日
が
た
つ
に
つ
れ

「
被
災
者
自
ら
が
元
気
に
な
ろ
う
と
し
な
い

と
い
け
な
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
五

月
頃
か
ら
、
周
り
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
に
と
毎
朝
、
避
難
所
近
く
の
滝
へ
行
き
、

約
十
年
間
続
け
て
き
た
江
差
追
分
の
練
習

を
始
め
た
。

　

七
月
下
旬
に
仕
事
を
再
開
し
、
仮
設
住

宅
に
移
っ
た
。
忙
し
く
な
っ
た
上
、
帰
宅

後
も
壁
の
薄
い
仮
設
住
宅
で
は
練
習
が
ま

ま
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
決
選
会

に
出
場
し
て
山
田
町
の
人
を
勇
気
づ
け
た

い
」
と
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

あ
ま
り
練
習
で
き
ず
に
迎
え
た
十
七
日

の
予
選
会
。
舞
台
に
立
つ
と
震
災
前
の
山

田
町
の
景
色
と
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
地

元
の
仲
間
の
顔
が
自
然
と
浮
か
ん
で
き
た
。

「
出
来
は
い
つ
も
の
半
分
く
ら
い
」。
決
選

会
出
場
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

大
会
に
は
、
経
営
す
る
工
場
が
津
波
で

流
さ
れ
た
仙
台
の
人
も
出
場
し
た
。
新
保

さ
ん
ら
東
北
地
区
の
出
場
者
ら
十
一
人
は

十
七
日
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
も
、
東
北

の
民
謡
を
歌
っ
た
。

　

新
保
さ
ん
は
江
差
追
分
に
つ
い
て
「
難

し
い
か
ら
こ
そ
人
を
引
き
つ
け
る
魅
力
が

あ
る
。
山
田
町
で
愛
好
者
を
増
や
し
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

（
九
月
二
十
一
日
　
北
海
道
新
聞
掲
載
記
事
）全員で記念撮影

かもめ島上で
追分大合唱

尺八大連管



2011年11月　No.16　（6）

　

十
一
月
三
日
よ
り
秋
季
江
差
追
分
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
第
一
週
目
の
受
講
者

三
十
九
名
は
三
日
間
、
み
っ
ち
り
追
分
の

徹
底
指
導
を
受
け
、
最
終
日
に
は
「
追
分

酒
場
」
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
交

流
を
深
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

来
年
二
月
に
は
第
二
十
七
期
江
差
追
分

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
（
最
終
ペ
ー
ジ
「
事
務

局
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
参
照
）
さ
れ
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
参
加
願
い
ま
す
。

　

江
差
町
能
登
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
珠

洲
市
江
差
町
次
世
代
交
流
事
業
で
、
友
好

都
市
珠
洲
市
か
ら
小
学
五
・
六
年
生
四
人
が

八
月
十
一
日
、
江
差
追
分
会
館
で
約
一
時

間
、
江
差
追
分
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

江
差
追
分
会
珠
洲
支
部
の
小
山
支
部
長

が
江
差
へ
行
く
な
ら
是
非
追
分
体
験
を
メ

ニ
ュ
ー
に
と
、
珠
洲
市
教
育
委
員
会
へ
お

願
い
し
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

最
初
に
昨
年
こ
の
事
業
で
珠
洲
市
を
訪

問
し
た
昨
年
度
の
少
年
大
会
優
勝
者
、
田

村
ひ
よ
り
さ
ん
が
江
差
追
分
を
披
露
。
杉

山
由
夫
正
師
匠
の
熱
心
な
指
導
を
受
け
、

初
め
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
て
い
た
子
供

た
ち
も
、
最
後
は
大
き
な
声
で
江
差
追
分

を
合
唱
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
一
人
で
も
江
差
追
分
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

珠洲市の小学生の前で唄う田村さん
　

九
月
九
日
、
第
五
十
回
記
念
大
会
実
行

委
員
会
の
設
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
江
差
追
分
会

を
は
じ
め
、
町
、
町
議
会
、
商
工
会
、
観

光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
、
歴
ま
ち
商
店

街
協
同
組
合
、
教
育
委
員
会
、
文
化
協
会

な
ど
町
内
主
要
団
体
の
代
表
者
二
十
三
名
。

　

設
立
総
会
で
は
、
実
行
委
員
会
規
約
、

役
員
の
選
出
や
①
大
会
②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

③
イ
ベ
ン
ト
④
宿
泊
⑤
広
報
宣
伝
⑥
会
場

設
営
の
六
専
門
部
会
に
分
か
れ
、
準
備
し

て
い
く
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
長
に
は
、
濱
谷
江
差
町
長

（
追
分
会
会
長
）
が
就
任
し
、「
江
差
追
分
を

こ
の
町
に
残
し
て
く
れ
た
先
人
に
感
謝
し
、

来
年
の
五
十
回
大
会
を
町
民
一
丸
と
な
っ

て
成
功
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

専
門
部
会
に
お
い
て
詰
め
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

名誉師匠　田村重光 氏　逝去

　

江
差
追
分
会
名
誉
師
匠
の
田
村
重
光
さ
ん

（
七
十
三
歳
）
が
九
月
二
十
四
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
釧
路
支

部
を
発
足
、
道
東
地
区
で
江
差
追
分
の
普
及

伝
承
に
務
め
る
と
と
も
に
、
地
区
予
選
大
会

及
び
全
国
大
会
審
査
員
、
追
分
会
理
事
と
し

て
江
差
追
分
事
業
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、

追
分
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
通
夜
で
は
、
参
列
者
に
よ
る
追
悼
追
分

合
唱
が
行
わ
れ
、
故
人
と
最
後
の
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

平
成
二
十
三
年
度

秋
季
追
分
セ
ミ
ナ
ー
始
ま
る

第１週目のセミナーの様子

ご冥福を
お祈りします

石
川
県
珠
洲
市
の
小
学
生
が

江
差
追
分
の
体
験
を

第
五
十
回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会

実
行
委
員
会
設
立
総
会
終
了
す
る
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第50回江差追分全国大会記念
江差追分新歌詞を募集

　江差追分会では、来年の平成24年（2012年）に迎える「第50回
江差追分全国大会」を記念して、江差追分の新歌詞を募集します。

▼応募内容
　募集歌詞…江差追分の前唄・本唄・後唄の３部構成による七七七五調で未発表のものに限ります。

▼応募資格
　年齢、性別、住所について制限はありません。

▼応募方法
　応募歌詞は１人１作品とし、郵送またはファックス、電子メールにて応募願います。
　住所・氏名・年齢・性別・電話番号・ＦＡＸ番号を明記し、下記まで送付（送信）ください。
　〒043−0034　北海道檜山郡江差町字中歌町193−3
　　　　　　　 江差追分会事務局
　　　　　　　 江差追分新歌詞募集係
　　　　　　　 ＦＡＸ　0139−52−5544
　　　　　　　 E-mail：esashioiwake@hokkaido-esashi.jp
▼応募期間
　平成24年６月30日（消印有効）

▼選考方法
　江差追分会が設置する「第50回記念江差追分全国大会新歌詞選定委員会」において審査し決定します。

▼賞及び副賞
　最優秀賞　　１作品　５万円相当の江差町特産品と副賞
　優 秀 賞　　２作品　２万円相当の江差町特産品と副賞
　佳　　作　　３作品　１万円相当の江差町特産品と副賞
　発表及び表彰は、７月中に江差町ホームページ等で発表し、賞品の発送をもって表彰に替えさせて
いただきます。また、第50回記念江差追分全国大会プログラムにも掲載を予定しております。最優秀
作品については、平成24年９月に開催される第50回江差追分全国大会の中で、歴代の江差追分全国大
会優勝者の中から一人を選出し、唄を披露することを検討しております。

▼応募作品の取扱いと注意事項
　①　採用作品に関する一切の権利は、江差追分会に帰属します。
　②　応募作品は返却しません。
　③　応募にかかる経費は応募者で負担するものとします。
　④　応募に際し取得した個人情報は、上記目的及び目的に係わる事務以外に使用しません。ただし、
　　　受賞者については、江差町ホームページ、新聞等報道機関で氏名等を発表する場合があります。

▼応募先及び問い合わせ先
　江差追分会
　〒043−0034　北海道檜山郡江差町字中歌町193−3
　　　　　　　 江差追分会事務局
　　　　　　　 電　話　0139−52−5555（9：00 ～ 17：00）　ＦＡＸ　0139−52−5544
　　　　　　　 E-mail：esashioiwake@hokkaido-esashi.jp



三
、
資
格
認
定
審
査
会
の
開
催

　

今
年
度
の
資
格
認
定
審
査
会
に
つ
い
て

は
、
十
二
月
に
地
区
運
営
協
議
会
を
通
じ

て
周
知
し
ま
す
の
で
、
申
請
は
地
区
運
営

協
議
会
を
経
由
し
て
三
月
一
日
ま
で
に
申

請
し
て
下
さ
い
。

　

な
お
、
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

　

・
日　

程　
平
成
二
十
四
年
三
月
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
～

　

・
会　

場　

江
差
追
分
会
館

　

・
認
定
区
分　

師
匠
・
準
師
匠
・
講
師
・
準
講
師

四
、
平
成
二
十
四
年
度
江
差
追
分
会
理
事
会
・
総
会

　

・
日　

程　
平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
二
日
（
日
）

　
　

理
事
会　

午
後
一
時

　
　

総　

会　

午
後
三
時

　

・
会　

場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し

一
、
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

二
月
に
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
二
月
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー
】

　

二
月　
　

二
日
（
木
）
～　
　

四
日
（
土
）

　

二
月　
　

九
日
（
木
）
～　

十
一
日
（
土
）

　

二
月　

十
六
日
（
木
）
～　

十
八
日
（
土
）

　

二
月
二
十
三
日
（
木
）
～
二
十
五
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
時
間
は
九
時
～
十
七
時
ま
で

※
受
講
料
は
お
一
人
様
三
日
間
コ
ー
ス
一

　

万
五
千
円
と
な
り
ま
す
が
、
二
週
以
上

　

受
講
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二

　

週
目
以
降
受
講
料
は
一
万
円
と
割
引
き

　

に
な
り
ま
す
。

二
、
冬
季
師
匠
会
研
修
会
の
開
催

　

今
年
度
も
唄
の
指
導
方
法
及
び
伴
奏
の

技
術
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
二

回
目
の
師
匠
会
研
修
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

・
日　

程　

二
月
十
九
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
三
時

　
　
　
　
　
※
師
匠
会
総
会
後
に
開
催
し
ま
す
。

　

・
会　

場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し
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尺
八
の
ご
寄
贈

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

第
五
十
回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会
の

日
程
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に

　

来
年
度
の
記
念
大
会
の
日
程
は
、
第
三

金
曜
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、
九
月

二
十
一
日（
金
）～
二
十
三
日（
日
）で
す
。

※
土
曜
・
日
曜
が
第
四
と
な
る
の
で
、
勘

違
い
す
る
方
が
お
り
ま
す
。

＝
編
集
後
記
＝

　

も
う
江
差
で
も
雪
虫
が
飛
び
、
冬
が
そ
こ

ま
で
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
楽
し
い
は
ず

だ
っ
た
十
一
月
も
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
連
敗
で
日

本
一
の
夢
は
砕
け
散
り
、
フ
ァ
ン
と
し
て
は
、

一
段
と
寒
さ
が
身
に
し
み
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。

　

来
年
の
開
幕
戦
、
札
幌
ド
ー
ム
で
江
差
追

分
全
国
大
会
日
本
一
の
国
歌
斉
唱
・
・
・
な

ん
て
ど
う
か
な
？　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

　

各
地
区
運
営
協
議
会
・
支
部
か
ら
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
活

動
や
事
業
の
趣
旨
を
記
載
し
、
写
真
を
添
え
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
る
べ
く
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

江
差
追
分
会
事
務
局

小　

林　

悦　

山 

氏

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
と
伝
統
芸
能
を
育
て
る
会
理
事
長

塩
ビ
管
二
十
本

熊　

野　

正　

宏 

氏

　
　

登
別
笛
声
会
支
部
長　
　
　

竹
八
本

小
野
寺　

安　

喜 

氏

　
　

東
京
練
馬
支
部
長　
　
　
　

竹
二
本

菅　

野　

繁　

子 

氏

　
　

旭
川
南
支
部
長　
　
　
　
　

竹
一
本

追分漬けの３日間 追分酒場で自慢のノドを披露

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
・
追
分
酒
場
か
ら


